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富山県における子ども食堂設置数が少ない原因の考察
－子ども食堂先進県である滋賀県との比較－

富山大学人文学部

人文地理学研究室
山田 麻由子

はじめに

• 日本の相対的貧困率は上昇し続けている

• 2000年代以降、貧困層が低年齢化

ひとり親家庭の増加

研究背景

• 2008年頃から

「子どもの貧困」が注目され始める

• 2013年成立

子どもの貧困対策の推進に関する法律

6人に1人の子どもが相対的貧困状態

• 解決策の1つが 「子ども食堂」

• 子ども食堂

子どもが一人でも利用できる

提供される食事は無料もしくは低価格

• 第一号は東京都の八百屋が2012年に開始

• 2019年時点で全国に3718ヶ所

新聞による子ども食堂の紹介

• 子ども食堂は、

経済的な理由などで満足に食べられない

子どもらを支援するための取り組み

• 地域の子どもに無料か低額で食事を提供し、
貧困対策として注目される民間の子ども食堂

子ども食堂＝貧困対策というフレームで報道

子ども食堂に対する学術的見解

• 吉田（2016）

地域の子どもの居場所として展開されるべき

• 松岡（2017）

貧困問題が同時に語られるべきではない

• 湯浅（2017）

生活困窮世帯に限定しているわけではない
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子ども食堂主催団体の認識

• 明確な定義は存在しない
• 子どものみを対象としていない
• 地域の居場所として機能すること
• 貧困対策がメインではない

報道と現場の認識のズレ

富山県の現状

• 子ども食堂数⇒全国４６位

• 子ども食堂充足率⇒全国４３位

（子ども食堂数÷小学校数×100）

設置されていない市町村が多い

富山県の現状

• 勤労世帯実収入

勤労世帯可処分所得

• 勤労世帯貯蓄現在高 全国５位

• 生活保護受給者世帯数 全国47位

裕福な県民が多い

全国１位

研究目的

• 富山県において子ども食堂の設置が

進んでいない原因を明らかにする

＜仮説＞

貧困対策としての

子ども食堂の必要性がないからでは？

調査方法

• 調査期間

2019年5月18日から2019年12月4日

• 調査方法

30分から2時間程度の聞き取り調査

• 調査対象施設

富山県子どもほっとサロンネットワーク加入

15施設中10施設

全国での子ども食堂の広がり

• 2016年時点……３１９箇所

2018年時点……2,286箇所

2016年以降に子ども食堂の開設が急増
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富山県における子ども食堂の広がり

• 2016年から設置が始まる→全国的な流れと一致
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2016年 2017年 2018年

富山県の動き

2017

・子どもほっとサロン事業

・子ども食堂開設への助成金

・子ども食堂開設希望者への研修会

2018

・子どもほっとサロンネットワークの初交流会

子どもほっとサロンネットワークとは

• 2018年４月から

富山県内の子ども食堂の

取り組み・支援を広げる目的

（厚生部子ども支援課）

ネットワークとしての活動は少ない現状

富山県内の子ども食堂運営状況

参加者 食堂名 貧困対策 孤食対策 コミュニティ作り 食育 教育 活動

寺子こども食堂 ○ ○ ○ ○

なかま食堂 ○ ○ ○

子ども オタヤこども食堂 ○ ○ ○ ○

子どもと同伴の大人 いみず子ども食堂 ○ ○ ○ ○

木津ふれあい食堂 ○ ○

ひみキトキトこども食堂

『あさひがおか』

ひみキトキトこども食堂

『みやだ』

ひみキトキトこども食堂

『ふじみだい』

芝園子ども食堂 ○ ○

スマイル魚津こども食堂 ○ ○

子どものみ

○ ○ ○ ○

小学校区民，近隣住民

○ ○ ○ ○

○ ○

報道から作り出された子ども食堂像とは異なる

考察

『政府の動き』

2015年

・子供の未来応援基金

2016年

・こどものみらい古本募金

・学習支援、食事提供をする自治体への補助

子ども食堂の急増

考察

『滋賀県の動き』

• 2015年８月から

遊べる・学べる淡海子ども食堂を開始

（子どもほっとサロンネットワークとほぼ同義）

• 子ども食堂に対する助成金の充実

（富山県の２倍）

• 新規開設者向けの手引書・準備講座の定期
開催（富山県は手引書の発行なし）
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考察

• 実際の運営状況は貧困対策施設ではない

↓

県民が裕福か否かは

子ども食堂の設置数に影響しない

多い少ない

多い

少ない

岩手県

長崎県

青森県

東京都

滋賀県

沖縄県

富山県

山形県

縦軸：子ども食堂数
横軸：収入・貯蓄額

考察

• 富山県としての対策の遅れ

↓

運営者自ら資金を確保する必要性

開設についての情報不足

新規の開設者にとって不親切な状況

おわりに

• 富山県の子ども食堂‥‥地域の居場所

• 様々な利用者の存在‥‥定義は不必要

• 設置数が少ない要因‥‥

県の子ども食堂に対する取り組みの遅れ

新規に始めようとしている人、支援者が

動きにくい

ご清聴ありがとうございました

富山県内の子ども食堂概要


